











Author(s) 田澤, 薫 



















聖学院学術情報発信システム ： SERVE 
SEigakuin Repository for academic archiVE
報　告
8














































































































































































































ト の 冒 険 』 は『The Hobbit  or There and Back 
Again』と、まさに「行って帰ってくる物語」とい
う副題をもつが、主人公のビルボは冒険のすえ平
凡な日常に戻る。副題が示す通り戻ることにこそ
意味があるという物語だが、続編の『指輪物語』
によると、実はビルボは日常に適用できなくなっ
ている。しかも『指輪物語』の主人公のフロドに
いたっては、過酷な体験の末、もう 2 度と自分の
居場所に戻らない。『ナルニア物語』では、『ライ
11
オンと魔女』で 4 人のきょうだいがナルニアの王
と女王になって成人する。大人になった後で自分
たちが入って来た洋服ダンスを通りかかり、記憶
は保ったまま子どもに逆戻りして元の日常に戻
る。この展開には違和感を覚えずにいられない。
最終巻の『最後の戦い』ではきょうだいのうち長
女のスーザンはおしゃれに夢中になり、もうナル
ニアの友ではなくなりナルニアには入れなくなっ
てしまう。ところが「まことのナルニア」に迎え
入れる他の子どもたちは、現実世界では列車事故
で死亡する。つまり「まことのナルニア」は明ら
かに天国の象徴である。しかし、魔法にかけられ
た子どもたちが、異世界での冒険を通して現実世
界で生きる力を得るまでの過程を描くのが児童文
学の使命だとするならば、その意味でナルニア国
物語は、最終部で宗教的テーマに傾きすぎて児童
文学の本来の役割から逸脱しているといわざるを
得ない。ナルニアのアンチテーゼとして評判を得
た『ライラの冒険』では、運命に選ばれた特別な
少女ライラがパラレルワールドや死者の世界まで
含めた複数の世界を救う冒険をし、旅の途中に出
会って運命で結ばれた少年ウィルと、最後にはそ
れぞれが自分の元の世界に戻る。壮大な冒険ファ
ンタジーでありながら正統派児童文学の枠組みに
収まっている。
　『はてしない物語』のバスチアンは、物語の国
へ入りこみ、美少年にも英雄にもなって望み通り
の全てを手に入れ、そこから破滅の道に歩んで行
く。記憶を失いながらも、ファンタージエンの中
で出会ったもう 1 人の英雄アトレーユの助けを借
りて元の世界に戻る。結局ファンタージエンで得
た全てのものは失うが、自分自身であることの喜
びが満ちて来ることを感じながらの終末である。
エンデは上質なファンタジーを用意しつつ、そこ
にとどまってはならないという明確なメッセージ
を発し、現実に戻ることの意味を伝えている。魔
法の国や物語の国は人々が旅をする異世界であっ
て、人が現実に戻って生きるための力を得る場所
だという考えに立っている。
　『プーさん』では、学齢期を迎えたクリスト
ファー・ロビンが 1 日中プーさんと森の中で遊ん
でいるわけにはいかなくなる。物語の最後には「そ
こで、ふたりは出かけました。ふたりのいったさ
きがどこであろうと、またその途中にどんなこと
がおころうと、あの森の魔法の場所には、ひとり
の少年とその子のクマが、いつまでもあそんでい
ることでしょう」とある。クリストファー・ロビ
ンは成長するという自覚から「もう僕は多分ここ
に来ない」と言っており、その世界にはプーさん
と他のぬいぐるみたちだけがいるというのが自然
である。ところが『プーさん』の設定は独特で、
現実と魔法の国との境が描かれず、親の姿は描か
れないが常に作者としての父親の姿が物語の語り
手として見え、クリストファー・ロビンの言葉に
も、作者である父親の視点が完全に入りこんでい
る。つまり、作者が魔法使いとして世界を支配し
ている。父親の意思に操られる形で、クリスト
ファー・ロビンは魔法の森に別れを告げさせられ
る。現実にも、作者A.Aミルンの息子のクリスト
ファー・ロビン・ミルンは世間から物語のキャラ
クターであるクリストファー・ロビンと同一視さ
れつづけて、生涯苦しんだ。彼は、父親でありな
がら誘惑者ともなったA.Aミルンに魔法の国に閉
じ込められて出られなくなった。親は子どもが魔
法の国に行くのを邪魔する存在であるが、本来、
邪魔することに意味がある。
　虚構には大きな力がある。だからこそ言葉を
操って虚構を作りだす者には大きな責任が伴う。
（文責：たざわ・かおる　聖学院大学児童学科教
授）
